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2010年度から 4年間、センター主任として研究所運営を担当する機会を得た。同期間に所長を務めら
れた長谷川純一教授が就任直後に示された「将来ビジョン」の実現をお手伝いするべく、産学連携フォー
ラム、学内研究所との交流、名古屋市科学館との連携事業など、新施策の推進に関与することができ、
よい経験をさせていただけた。この間、研究所運営の立場からは、数々の新しい施策実現の原資を捻出
するために、研究所内の予算構造に手を入れる必要が生じた。各部門に対して期中での予算削減をお願
いするという心苦しい場面が何度かあったが、所員各位の暖かいご支援と快いご協力のおかげをもって
円滑に推進することができた。これも、研究所の活性化と将来への布石に対して格別のご理解をいただ
けた結果であることを思い、この場をお借りして、あらためてお礼申し上げたい。
さて、言うまでもなく大学には「人材育成」という大きな社会的ミッションが与えられている。工学
部設置にちなんでこれをモノづくりにたとえるならば、大学という組織は、新入生という無限の可能性
にあふれた素材に対して、技術力、人間力、経験値という大きな付加価値を与え、産業界をはじめとす
る社会を牽引し、活躍しうる人材として世の中に送り出す、人材輩出システムと捉えることができる。
工学部における人材育成に関しては、学部初年次における一般科目や専門科目の履修を通じた共通的
基礎力の育成も重要であるが、それ以上に、卒業研究、あるいは大学院への進学者にとっては修士研
究を通じた実践的な教育が、非常に重要な意味を持っている。研究室での日々の研究指導を通じた教育
は、企業における OJTと同様、技術力だけでなく、その背面にある「技術者マインド」の醸成をも目
的としており、これもまた工学系の学生にとっては大きな教育目標になるはずである。この教育は、主
として研究室での日々の研究活動によって実現されるものであり、指導教員や上級生、仲間たちとの熱
心なディスカッションはもちろんのこと、装置の設計、試作、実験作業、データの分析、論文投稿など
から構成される、どちらかというと地味な活動である。一般に、工学研究は多くの失敗の上にこそ実を
結ぶことが多いので、学生たちは思い通りの開発成果は簡単には得られないという、社会では通常よく
みられる場面に遭遇することになり、結果としてその対処法を自然に身につけていくことになる。また、
一連の研究活動には多くの時間を必要とするので、研究スケジュールの立案や管理方法についても身を
もって学ばざるを得なくなる。さらには学会等への成果発表の機会があれば、同世代の学生との交流や
プレゼンテーションのスキルを磨き、ときには他者のすぐれた研究に出会って素直にその技術に敬意を
払うことを覚え、また自分の研究に対しても外部からの評価を受けることがあれば、良くも悪くも自ら
の立ち位置を実感することになる。このような研究生活を通して得られた実践的な能力と経験や自信こ
そが、じつは卒業後に何年にもわたって R&Dの現場にて彼ら自身を支える拠り所となり、糧となる。
したがって、産業界の方々が、最近ますますこのような実践力と経験を多く身につけている学生の獲得
に力を注いでおられるのは当然である。
わが人工知能高等研究所には、これまで以上に、このような研究を通じた工学教育を促進する具体的
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8な場と機会を提供する組織であり続けて欲しいと思う。少なくともここ数年間を見る限り、AI研に関
連する研究成果は、量も質も着実に向上しているようにみえる。なかでも、企業との共同研究について
は、新規登録企業も増えており、順調である。また AI研には、準研究員という登録制度があり、一定
の条件を満たせば学生の登録も可能であることから、この制度を利用する学生数も増えているように思
う。実際に企業との共同研究に参画している学生は、日々の研究が実ニーズに基づいているので、自分
たちの研究の産業上の利用目的や価値を確実に意識したり、成果に対する企業からの評価を実感できる
ことに加え、定例的なミーティングの機会を通じて、大学に居ながらにして実社会と接点を持ち、企業
の考え方に自然な形で触れることもできる。これからの研究所には、このような、学生と企業との接点
を増やす組織、学生による学外への成果アピールをサポートする組織であり続けていただきたいと願っ
ている。昨年度の工学部設置に伴い、キャンパスが名古屋と豊田の 2カ所になった。名古屋キャンパス
における研究所活動のための施設や設備の整備も含めて、今後の AI研が、本学の高度工学研究の中心
であると同時に、学生の技術力と技術者マインドを育てる工学教育の拠点としても、ますます発展して
いくことを心からお祈り申し上げたい。
